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What is ORCID?

• ORCIDは Open Researcher & Contributor ID の略

称です。

• 世界中の研究者に一意の識別子を与えることを目的と
して、2009年から活動を始め、2010年8月に国際的・学
際的な非営利団体として正式に発足しました。

• 2012年10月よりサービスを開始、240万人以上の研究
者がすでにIDを取得しています。
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BEFORE

• First name
• Last name
• Middle name
• Transliteration
• By affiliation
• By field
• By journal
• By co-authors     …

AFTER
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Name disambiguation
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ORCID is a registry

• ORCIDは無料でオープンなレジストリとして、研究者に付与さ
れた識別子を公開しています。

• 個人の研究者の登録は無料です。

• 研究機関、研究助成団体、出版社などのメンバー機関により支
払われる年会費から活動資金を得ています。

• ORCIDメンバー機関は、APIを用いて様々なシステムとORCID
レジストリを連携させることができます。

• その他、国やコミュニティレベルでの様々なイニシアチブが展
開されています。
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• ORCID iD
（個人識別番号）

• 名前の
バリエーション

• 各プロフィール
システムや
データベース
とのリンク

• 学歴・職歴

• 個人業績
• 出版業績
• 研究費獲得

• コミュニティ
サービス
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• すべてのフィールドについ
て、公開・非公開を選択
可

• ORCIDメンバー機関が

提供する他システムを
ソースとして入力の手間
を軽減するとともに、
情報をオーソライズ

• マニュアル入力や代理入
力も可

• 多言語対応



Members build TRUST
• ORCIDメンバー機関は、電子認証プロセスを経て、研究者に関す

る様々な情報をORCIDレジストリに追加できます。
• 大学が研究者の所属を保証
• 出版社が査読者のレビュー実績を認知
• 研究助成機関が研究助成金取得実績を追加
• DOI付与機関が新しい論文が出るたびに著者の出版実績として自動

的に追加

• 研究者自身によって追加された情報に加え、ORCIDメンバー機関
が追加する情報が蓄積、流通することにより、ORCIDレジストリは
研究者の信頼実績を積み上げるための国際基盤として機能しま
す。

•
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研究者

ORCIDメンバー機関

ORCID識別子の提示と
電子認証による許諾

ORCID識別子の取得
ORCIDレコードの管理

• 基本情報
• 氏名
• メールアドレス

など

• アクセス許諾管理

• 経歴・所属情報

• 研究業績・実績
• 論文
• 査読
• 助成金
• 特許 など

xxxx-xxxx-xxxx-xxxx

ORCIDレコード

業績等の書き込み

ORCIDレコードと研究者、ORCIDメンバー機関の関係
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OAuth authentication

OAuth認証により、メールアドレスとパ
スワードでログイン＝自分のORCID レ
コードへのアクセス許諾を与える
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ORCID in submission process

ORCIDとのリンクを促すこと
により、著者や査読者の基
本情報を自動的に取得
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Disambiguate IN ADVANCE

著者

• 著者のプロ
フィールに
ORCIDを表示

• 共著者の
ORCIDも登録

ジャーナ
ル

Acceptされた原
稿の論文メタ
データ作成時
に、著者の
ORCIDを登録

Crossref

DOIを付与する
際に、論文メタ
データより著者
のORCIDを認識

ORCIDORCID

Crossrefにより
新しいDOIと論
文メタデータが
著者のORCIDレ
コードに追加さ
れる

電子メールにより通知電子メールにより通知
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• 研究者は新しい出版物につい
てメールを受信

• 自身のORCIDレコードにそれ
を追加する許諾を電子的に発
行

• 以降の出版物については自動
的に追加
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ORCID Single Sign-on

ORCIDを使ったSingle sign-onにより、ログイン
IDとパスワードを使い分けることなく複数の出版
社・ジャーナルウェブサイトへのログインが可能



Other 
publishers 
requiring 
ORCID iDs in 
2016: PLOS, 
eLIFE, Science, 
Hindawi, IEEE, 
AGU…

http://orcid.org/cont
ent/requiring-orcid-
publication-
workflows-open-
letter

ORCID publisher mandates

20あまりの出版社が、すでに原稿
投稿時のORCIDの入力を義務化
しています。



orcid.org 16

ORCID in peer review process

査読の実績をORCIDレコ
ードに反映
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ORCID @ databases

著者が入力した情報をもとに
、Web of Scienceの論文デー
タに著者のIDを遡及的に反
映



orcid.org 18



orcid.org 19

ORCID is fast-growing!
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Member created

Direct via orcid.org

Member referred

すでに235万人の研究者がORCID iDを取得しています。
その6割以上が、ORCIDと連携する各システムを経由しての登録です。
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ORCID is community-driven

すでにORCIDメンバー加入機関は500を超え、
ORCID iDの取得やリンクを促すシステムは250以上あります。

Associations
7%

Funders
5%

Publishers
16%

Repositories
/Profile 

organization
s

10%

Research 
institutions

62%

Asia Pacific
15%

Europe
52%

Latin 
America

1%

Mid East & 
Africa

2%

US/Canada
30%



• Australia consortium!
(40+)

• New Zealand 3
• Taiwan 8 (consortium: 5)
• Hong Kong 7
• Japan 5
• China 3
• Korea 2
• India 1
• Malaysia 1
• Sri Lanka 1
• Singapore 1

orcid.org 21

ORCID members in APAC
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China 105,417

Japan 43,828

India 41,261

South Korea 28,534

Taiwan 16,090

Hong Kong 8,765

Malaysia 11,110
Singapore 6,067

Asian countries 
with more than 5,000
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ORCID @ institutions

研究者総覧や機関リポジトリを
ORCIDと連携させて、研究者情報
とその業績をグローバルに発信

提供：物質材料研究機構
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ORCID @ Wellcome Trust

Add your ORCID 
identifier during the grant 

application process

Add your ORCID 
identifier during the grant 

application process

Wellcome Trustは
助成金の申請シス
テム上でORCID 
iDの入力を求めて
います。



ORCID mandates & recommendations
• すでに4カ国で、国レベルでのORCID導入が進んでい

ます。
• Finland: National recommendation 2015
• Australia: National recommendation 2015
• Sweden:  National recommendation 2013
• UK:  National recommendation 2013, pilot 2014, consortium 

2015

• それ以外の国々でも、研究助成機関によるORCID義
務化、大学コンソーシアムの立ち上げなどが急速に進
んでいます。
• Austria: Funder requirement 2016
• Denmark:   University launch 2014
• Spain: Launched 2 consortia in 2014
• Portugal:   Funder requirement 2013 
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ORCID is community-driven



Authentication?
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ORCIDが提供する以下のAPIの
いずれかを用いて必ず「電子認
証を経た」IDをお使いください。

• Public API （無料）

• Member API （要年会費）

• Basic (1 API credential)

• Premium (up to 5 credentials)

ORCIDメンバーシップについて詳しくはこちら↓
http://orcid.org/about/membership
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Summary
• サービスを開始して3年あまりで235万人の研究者がすでにORCID iDを

取得、世界で500機関以上がメンバー

• ID登録者数の6割以上がメンバー機関がホストするサービスからの登録
• 出版社（原稿投稿時）
• データベース（研究者による入力 ＞ 遡及的に反映）
• 研究助成機関（助成金申請時）
• 大学・研究機関（研究者総覧、機関リポジトリ）

• ORCIDはマニュアル入力せず、必ずORCID API（OAuth認証）を利用 ＞
機械可読・相互運用が可能に

• 欧米だけでなく、アジア各国でも研究者によるORCID取得が進んでいる
＞ むしろアジアの人名整理にこそORCIDが必要

• 日本の学会誌のうち、すでに20あまりがPublic APIによりORCIDを原稿投
稿プロセスで入力可能としている > DOI (論文識別子)と並んで出版メタ
データに不可欠なものになりつつある？
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HORIZON 2020

Where possible, it is also recommended that
contributors be uniquely identifiable, and data
uniquely attributable, through identifiers which
are persistent, non-proprietary, open and
interoperable (e.g. through leveraging existing
sustainable initiatives such as ORCID for
contributor identifiers and DataCite for data

identifiers).

“ ”

Guidelines on Open Access to Scientific Publications and Research Data in 
Horizon 2020 Version 1.0 11 December 2013 
http://ec.europa.eu/research/participants/data/ref/h2020/grants_manual/hi/oa_
pilot/h2020- hi-oa-pilot-guide_en.pdf



THOR

• THOR：Horizon 2020施策の中に位置付けられ、10機関が参加し
て30ヶ月に渡り施行される国際プロジェクト

• 様々な学術プラットフォーム上で、研究論文やデータとその作成
者を、デジタル識別子を用いてシームレスに結びつけることを目
的とする。

• プロジェクト資金はECにより助成され、ここにはフルタイムの
THOR専属ORCIDスタッフの雇用が含まれる。
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Technical and Human infrastructure for Open 
Research

http://project-thor.eu/



32https://scholarlykitchen.sspnet.org/2016/05/05/stm-future-trends-2020-provides-publishers-
insights-on-the-currents-affecting-them/



• 演題：国際研究者識別子ORCIDの現在

• 発表者：宮入暢子

• 所属：ORCID, Inc. 
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Nobuko Miyairi
ORCID Regional Director, Asia Pacific

n.miyairi@orcid.org

発表者はORCID, Inc.に所属しており、給与および業務遂行に必要な経費
等はORCID, Inc.により支給されています。

本発表に含まれるORCID導入事例については、ORCIDメンバー機関の実

施例を参照しており、発表者はいずれのメンバー機関とも雇用関係、金銭
の授受、その他開示すべきCOIはありません。



資料の無断転載はご遠慮下さい。 

(No reproduction or republication without written permission) 

 

 

問い合わせ先： ワイリー・パブリッシング・ジャパン株式会社 
                           学会英文誌出版部 

  Tel 03-3830-1255 

  Email jtominaga@wiley.com 
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